
























































linical Values を 『精神分析臨床を生きる』 と訳すあたりからも、
本書はただの翻訳にとどま ないことが窺える。著者の情熱姿勢、ひいては対人関係学派のもつ精神を真に伝えようという監訳者の思いも められた一冊になっていると言えるのではないだろうか。
　筆者はビューチュラー氏に三度お会いしたことがある。あ
とがきにも記されているが、氏はとても小柄で、笑顔 チャーミングな女性である。し し、話してみると その臨床に打ち込む姿勢に 圧倒 れる。本書では、治療者が面接に自分の人生経験を投入し、自分が生き 姿勢を臆す ことなく患者に示すことの重要性が何度となく主張されてい のだ 、氏はまさにそれを体現しているような人である。今まで いや今現在も、治療者が患者 与える影響につ 考えることは中立性の名の下 忌避され ちであ 。それを っかり見据えて患者のため 生かしていこうと明言し、実践す 氏 決断と姿勢は、患者だけでなく、多くの臨床家にも影響を与えることだろう。
　本書は「好奇心」 「希望」 「親切」 「勇気」 「目的感覚」 「感情





類ではなく、理論よりも情熱を偏重するような主張がされているわけではな 。こういったことは読めば明白だろう 、それでもなお、その熱心さ故に 的 過ぎ と じられる読者もおられるかもしれない。そこまで考えていられない、引き受けられないと感じる臨床家 多いことは事実だろう。しかし、実際にそ をやり抜き、生き生きと人生を送る臨床家達がおり、彼 が患者達の人生 貢献し いる いうこと、そして心のどこかで彼 をうらやましいと思っ 自分がいることもまた事実なの は いだろうか。
大好きなビューチュラー氏の著作なので、随分熱く賞賛し
た感が否めないが、それだ の影響を与えられる分析家が書いた本だということでご容赦いただきたい。
臨床経験を、そして人生を積み重ねていく中で、何度も何
度も折に触れて読んでいきたい本である。是非皆様にもお勧めしたい。
（ふじわら 　ゆきえ／臨床心理学）
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